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１．はじめに 

日本各地で実施したラジオアイソトープ・コーン貫入試験

(RI-CPT)において，地盤中のバックグラウンド・ガンマ線強度（本

稿では BG で表わす）に差異が認められた．BG は地盤中の自然

放射能に由来する．それは，主に 232Th(トリウム 232：半減期 140

億年)，238U(ウラン 238：同 45 億年)，および 40K(カリウム 40，

同 12.5 億年)であることが知られている．これらの内，Ｋは造岩

鉱物の構成元素であり，地殻存在度は主たる元素である酸素と

珪素のそれぞれ約 1/20，1/10 とはいえ，放射性核種を含む Th や

U に比べ 10000 倍ほども濃度が大きい．K の全体量の内，放射

性核種 40K は 0.0117％も存在する．したがって地盤中の BG はほ

とんど 40K に由来すると考えられ，日本列島の K 濃度分布との

関係が示唆される．筆者らはこの関係を検証した． 

２．RI-CPT 測定原理 

RI-CPT は電気式三成分コーンと後方散乱型 RI 密度計，および散乱型 RI 水分計を組合せて，貫入時の地盤

抵抗など地盤の力学特性に加え，湿潤密度と水分密度という物理特性を調べる機器である．プローブ構成を図

-1 に示す．RI-CPT の密度計は図-1(b) の装着 γ 線に由来する γ 線以外に地盤中の放射性核種に由来する γ 線

(BG)があり，これを補正するために BG 測定が必須である． 

３．BG の分布と酸化カリウム濃度 

図-2 は，各地で行った RI-CPT 調査に

おける BG を測定した結果である．

RI-CPT の調査は自然堆積層，あるいは

人工埋立地盤のような土質地盤に対し

て実施しており，地盤内で変動している． 

図-3 に示す K2O の分布と花崗岩の分

布は一致する． 

 地盤を構成する土粒子には，自然放

射性核種である同位元素 40K(カリウム

40)を多く含有する花崗岩を起源とし

た鉱物がある．花崗岩は風化すると真

砂土になる．この過程で，カリ長石は

加水分解してカオリナイトなどの粘

土鉱物に変化し，カリウムは徐々に溶 
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図-1 RI-CPT の概要 

図-2 コーン貫入調査結果 
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脱して失われる．また，花崗岩中の雲母は化学的

変化が少なく，花崗岩が風化した真砂土が水成作

用によって堆積した土中に長期間存在することか

ら，BG の量(cps:1 秒間のカウント数)が大きくな

る．図-2 の地盤内の変動は各点の土質に依存する

ように見える．これは雲母の存在が寄与している

と考えられる． 

図-3 に各地で行った図-2 の調査位置を示すが，

有機質土を除くコーン貫入調査結果の BG カウン

トレベル(おおよその平均値)と K2O 濃度は，糸魚

川-静岡構造線を境に西南日本(①～⑥)で高く，東

北日本(⑦～⑪)で低い傾向を示している．この傾向

を各調査位置の地表から深度 2m までのカウント

レベルとK2O濃度について整理すると表-1のよう

に表される．RI-CPT の調査結果における BG 測定

値は，地盤に含まれる K2O 濃度と関連性があると

考えられる．これは，RI-CPT と日本の地球化学図

２）で調査対象としている地盤において，後者は日

本各地の河川底質土を対象としており，⑩の新潟

港を除き，前者はその周辺の比較的軟かい地盤が

対象であり，ほぼ同じ位置と堆積条件であったこ

とに起因すると考えられる． 

４．まとめ 

 以上から，次の３点が明らかとなった． 

①BG は地層中で変化し，土質に依存して 

いると考えられる． 

②BG のカウントレベルは糸魚川-静岡構 

    造線を境に東西で違う． 

③BG のカウントレベルは K2O の分布に 

    関係している． 

 地盤中にはガンマ線を放射する核種 40K が存在

している．40K の存在度(濃度)には地域差や鉱物組

成による差があり，RI-CPT の BG 測定値はこれら

を反映したプロフィールを示すことが分かった． 

除染地の空間線量は地盤の自然放射能由来の γ線が含まれている．このことに注意すべきと考えられ，また

今後，放射性物質汚染廃棄物の貯蔵に際し，放射性物質の漏洩監視や維持管理などでは，事前に中間貯蔵施設

およびその周辺の BG を知っておく必要がある． 
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表-1 BG カウントレベルと酸化カリウム(K2O)濃度 

調査位置
BG カウントレベル

(cps) 

酸化カリウム(K2O)濃度 

(％) 図-3 の色調 

① 150 1.88－2.24 黄色 

② 150 1.88－2.24 黄色 

③ 140 1.88－2.24 黄色 

④ 180 2.24－2.63 薄橙 

⑤ 180 2.24－2.63 薄橙 

⑥ 140 1.88－2.24 黄色 

⑦ 70 0.993－1.33 水色 

⑧ 80 1.33－1.60 薄水色 

⑨ 80 0.993－1.33 水色 

⑩ 20 1.60－1.88 薄黄色 

⑪ 100 1.60－1.88 薄黄色 

図-3 日本の地球化学図２）の内，K2O (酸化カリウム) 
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